
                             

 

令和 8年度   全国学力・学習状況調査の結果より 
４月２３日に６年生で実施しました「令和８年度全国学力・学習状況調査」について本校６年生の結果をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合結果（国語・算数） 
今年度は国語、算数の２教科が実施されました。２教科とも平均正答率は全国平均を約 5％～10％上回る結果となり、２教科と

も「知識・技能」「思考・判断・表現」共に平均正答率が全国平均を上回りました。特に２教科とも「知識・技能」の正答率の方
が、「思考・判断・表現」の正答率よりも全国平均の上回り差が大きかったです。問題形式別（選択式・短答式・記述式）で比較
すると２教科とも３つ問題形式とも平均正答率が全国平均を上回りましたが国語、算数共に記述式での平均正解率は全国平均より
も約 1％～3％の上回りに留まったという特徴が見られました。 

 

国語の結果より 
学習内容別では「言葉の特徴や使い方に関する問題」「情報

の扱い方に関する問題」「話すこと・聞くことの問題」「読む

ことの問題」の正答率は全国平均を大きく上回りました。そ

の中で「書くことの問題」で正答率が低かったので分析しま

した。引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫することができるかどうかを見る問題です。正答率は全国

平均の正答率よりも 6.4％低かったです。 

提示された文章の続きを４つの条件に当てはめて、集めた

情報から抜き出して考えが伝わるように書く問題です。（下

図）４つの条件のうち、涼し 

く過ごせる衣服の色について 

考えたことは書けているが、 

本の題名と本文の一部の内容 

を選んで抜き出して書いてい 

ない、本文の一部を用いて書 

いているが、引用した部分と自 

分の考えとの関係を明確にし 

て区別して書けていないなど、 

引用に関しての条件の条件を 

満たしていない誤答の割合が 29.2％と多かったです。 

 引用して自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する

ためには、引用する目的を明確にした上で本や文章などから

必要な語句や文を抜き出して書くこと、原文を正確に引用す

ることや、引用した部分と自分の考えとの関係などを明確に

して区別して書くことなど普段から意識して取り組むことが

重要であると考えます。  

 

 

 

 

 

算数の結果より 
学習領域別に見てみると「数と計算」「図形」「測定」「変化

と関係」の領域では、どの問題も正答率が全国平均を上回りま

したが、「データ活用」の問題では正答率が全校平均を下回る

傾向が見られました。特に正答率が全国平均を下回った問題を

見てみます。 

示された二つの表から、 

集計に誤りのある項目を見 

つけ、その根拠を表の中の 

数と言葉を用いて記述する 

問題です。（右図） 

集計に誤りのある学級に 

ついては２組と解答できて 

いるが、根拠については、 

表１と表２のどちらか一方 

しか記入できていない回答 

や、根拠について表１と表 

２の人数の差（３人）のみ 

を記入している回等、また表１と表２から根拠を読み取れない

無回答などが見られました。ここでは合計欄の意味を理解し表

１の各学級の人数と、表２の各学級の合計の人数が一致してい

るかを確かめることが必要です。その際に集計に誤りのある学

級が２組であることの根拠を記述する上で、正答の条件の二つ

の事柄を書くことが必要です。  

普段からデータを読み取り活用する際に、日時や場所などの

観点からデータを分類整理し、変化や違いを読み取ることが重

要になります。また、根拠を明らかして記述することにも普段

から取り組むことも重要であると考えます。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童質問紙調査より 

〇「自分には、よいところがあると思いますか」「将来の夢や目標を持っていますか」「人が困っているときは、進んで助けていま

すか」「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」「学校に行くのは楽しいと思いますか」といった設問に

「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」と肯定的な回答をした児童の割合は全国平均より大幅に高く、よい結果でした。

自己肯定感、規範意識、自己有用感を育む取組、行くのが楽しい学校づくりの取組に引き続き取り組んでいきたいと考えます。 

〇「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」の設問では「当ては

まる・どちらかといえば当てはまる」と回答している本校の児童の割合は全国平均より高く、児童は地域から見守られ、地域の

方々の関わりの中で育まれているという意識が高く、さらに地域や社会に対しての関心が高く、自分たちで前向きに取り組んで

いこうという意識が学校、家庭、地域の中で育まれていることが分かります。引き続き、学校と家庭、地域や社会とがつながる

機会を大切にしていきたいと考えます。 

〇「朝食を食べているか」「毎日の就寝時間、起床時間」「毎日のスマートフォンやパソコン、ゲーム機、テレビの使用時間」など

生活習慣に関する設問では各設問とも全国平均とほぼ同じ傾向が見られ、起床や就寝時間の不安定さやスマートフォンやゲーム

機などの長時間の使用など本校でも一定傾向が見られました。家庭と学校が協力して引き続き、生活習慣を整えることに取り組

んでいくことが重要であると考えます。 

 

 

   令和８年度９月 全国学力・学習状況調査特別号 

  京都市立紫竹小学校  校長 福間 拓 

   紫竹小学校 学校教育目標「紫竹の風土、人の力に誇りをもち、自ら考え、判断し、共に生きる子どもの育成」        

 

 

全国学力・学習状況調査の結果 
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